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【県総務委員長 赤間善浩】 

３月 13日（土）、塩尻市市民交流センター（えんぱーく）において、新型コロナウイルス感染防止対策を施し

つつ、第 90回理事会、第 20回加盟団体代表委員総会を開催しました。 

開会の前に、過日お亡くなりになられた瀬木 潔名

誉会長と齊間敏夫顧問のご冥福をお祈りして黙祷を

捧げました。 

冒頭の船木会長の挨拶では、令和２年度はコロナ

に翻弄され、年度前半の大会がすべて中止となった

が、その状況下でも、県協会としてできることを模

索し、感染症対策を万全にした上で、各カテゴリー

のバレーボールフェスティバルを開催した。オリン

ピック・パラリンピックの開催が近づき、スポーツ

の世界はこれまでの動きを取り戻しつつある。バレ

ーボールにおいても競技の再開と競技人口増に向け

取り組んでいくとの決意が述べられました。 

理事会では、運営基本方針に基づく重点事業・４

地区事業・各委員会事業・予算計画等について審議

し、今後の課題等についても共有しました。その後

の加盟団体代表委員総会では、理事会承認事項等の

報告が行なわれました。 
 

 

 

令和３年度  運営基本方針 

 

本年度は延期となった東京オリンピック・パラリンピックの開催が予定されています。晴れやかな大会の開催

と日本代表の活躍により、コロナ禍による沈滞ムードが一掃されることを願いたいと思います。 

昨年度は春高バレーを除く殆ど全ての全国・ブロック大会が中止となりましたが、今年度は感染症対策下にお

いてそれらの事業がある程度開催されていくものと予測され、当協会としても県内バレーボーラーの期待に応え

て行く決意をもって臨みます。とくに一年間を通して大会が無かった一般部門（実業団・クラブ・ママさん・ソ

フト・ビーチ・大学）へのコロナ禍の影響は大きいと予測され、活性化策が必要と考えます。 

第 76回国民体育大会（三重県）は、全種別の北信越突破と本大会における天皇杯 42.5点以上獲得を目標とし

ます。また第 42 回北信越国民体育大会が長野県内で開催され、バレーボールは松本市での開催が予定されてい

ます。松本市・開催地区協会などと連携してスムーズな運営を図って参ります。 

V リーグ県内ホームゲーム対応については、昨シーズンに引き続き V1・V2合わせて 50 試合程を積極的にサポ

ートします。Vチームの活躍は、相乗効果としてジュニア世代の競技人口増、競技力の向上、審判員・J-VIMSな

ど競技役員の育成、開催地区協会の活性化、財務体質改善への貢献などの成果が見込まれ、やがては 2028 長野

国民スポーツ大会の成功にも繋がるものと確信します。県内に三つもの Vチームがあることを強みとし、その環

境を最大限に活かしていきたいと思います。 

昨年の重点事業でありましたジュニア一貫強化体制の構築、財務体質の改善、中学部活受け皿づくりについて

は、コロナ禍により出鼻を挫かれ停滞を余儀なくされましたが、今年度も継続して取り組みます。とくにジュニ

アクラブ創設については、プロジェクトチームを編成し、体制を強化して臨みます。 

以上、これら施策の実現には、各委員会と加盟団体（地区協会・連盟）間の連携強化が不可欠です。協会員各

位・加盟団体の皆様におかれましては、これまで以上のご支援とご協力をいただきますよう宜しくお願い致しま

す。 
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重 点 事 業 

1．強化事業 

 （1）2028長野国民スポーツ大会に向けた該当世代の選手発掘、育成強化体制の具体化 

 （2）第 76回国民体育大会（三重県）への全種別出場と天皇杯 42.5点獲得 

2．財務体質改善に向けた経費削減と、増収のための企画立案機能の強化 

3．推進体制強化（⇒プロジェクトチーム編成）によるジュニアクラブ創設促進 

4．県内競技会の見直しと拡充（2022年度から実施） 

 （1）競技人口の維持拡大を目的とする普及大会の企画・立案 

 （2）ジュニア世代の競技会再編・拡充の具体化 

5．Vリーグホームゲーム全試合のサポート 

6．審判員(女性審判員含む）・J-VIMSなど、若手競技役員の人材発掘と育成強化策の具体化（2022年度から実施） 

 

 

 

 

【県協会専務理事 村上里志】 

３月 23 日(火)、長野県スポーツ振興功績者表彰式が執り行われ、当協会理事・強化委員の宮坂俊樹さんが、

長年に亘る県スポーツ界への貢献が認められて「有功賞」を受賞されました。誠におめでとうございます。 

宮坂俊樹さんは、平成 19 年より県高等学校体育連盟バレーボール専門部委員長に就任。同時に北信越高等学

校体育連盟バレーボール専門部委員長にも就任され、以来、長野県内に留まらず北信越ブロックにおいても活躍

され、７期 14 年の長期に亘って高体連関連事業を成功に導きました。また同組織の運営に当たっては融和の精

神を重んじ、県並びに北信越高体連バレーボール専門部をより強固な組織に発展させたほか、その間に全国高体

連専門部強化委員として日本代表候補の人材発掘事業に携わり、多くの優秀選手の輩出に尽力されました。 

指導者としては、無名の丸子実業高等学校を全国有数の強豪校に育て上げ、全国高校総体で準優勝するなど、

数々の全国上位入賞を成し遂げられました。また、自ら監督を務めた第 62回

国民体育大会（平成 19年秋田国体）では、長野県選抜チームを準優勝に導く

など、指導者としても多くの功績を残されました。 

  

宮坂俊樹さん 県スポーツ振興功績者表彰を受賞！ 

 

↑最後列中央が宮坂俊樹さん 
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2020-21 Ｖ．ＬＥＡＧＵＥ ＤｉｖｉｓｉｏｎⅠ（ＭＥＮ） 松本大会 

【松本協会理事長 吉川 豊】 

 ３月 27日（土）・28日（日）、松本市総合体育館にＪＴサンダ

ース広島を迎えてＶ．ＬＥＡＧＵＥ今シーズン最終戦が行われ

ました。新型コロナウイルス感染症への感染予防対策を強化す

る中、両日共 1000 人を大きく超える観客の皆様に御来場頂き、

その熱い視線や温かい拍手の下での開催となりました。 

 27 日の第１戦、各セット共競り合いの展開になったものの、

詰めの部分でミスが出てセットカウント０－３で敗れました。

28日の第２戦もセットカウント０－３で敗れ、ＶＣ長野はトー

タル４勝 32 敗、16 ポイントという成績で今シーズンを終えま

した。 

試合終了後、笹川ＧＭやアーマツ監督、長田主将から今シー

ズンの反省と来シーズンに向けての挨拶がありました。 

 大分三好ヴァイセアドラーが 27日に敗れた時点で、ＶＣ長野

トラアイデンツの今季最終順位が９位に決定し、来季のＶ１残

留が決定しました。今シーズン、皆様方から頂きました御協力

に感謝致しますと共に、2021-22 の来季には今シーズン以上の

勝率を上げ、更なる活躍を祈りたいと思います。 

皆様方の変わらぬ熱い御支援を宜しくお願い致します。 

 

 

 

～ 2020-21レギュラーシーズンを終えて ～ 

【ルートインホテルズ ブリリアントアリーズ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＶＣ長野トラアイデンツ 2020-21シーズンは９位で終わる 

ルートイン準Ｖ‼入れ替え戦へ！ 

 

 

 今シーズンはコロナ禍でのリーグ開催とのことで例年以上に大変な状況の中でしたが、ホームゲームをは

じめ、リーグ成立のためにご尽力下さった皆様に感謝申し上げます。 

 ありがとうございました。 

 今回、最終順位２位で入替戦の切符を手にすることができたのも、皆様のおかげであるとチーム一同感じ

ております。Ｖ１昇格を成し遂げるべく" 全員バレー"で精一杯戦って参りますので、今度ともよろしくお願

い致します。 

 

キャプテン 髙橋 愛未 

 

 コロナ禍の中、ホームゲームを有観客にて開催し

て頂きましたこと、厚く御礼申し上げます。 

 開幕戦時のレギュラー２人がシーズン前半で怪

我により離脱するというチームとしては苦しい状

況がありましたが、皆様からの温かい御支援のお陰

でレギュラーシーズンでは 10 連勝を飾り、入替戦

出場も果たすことが出来ました。チームモットーで

ある『感動と夢 そして元気』を届けられるようこ

れからも尽力して参りますので、引き続きの御声援

を頂ければ幸いです。 

 宜しくお願い致します。 

 

監 督 松本 隆義 



4 

 

 

【県強化委員 牛田佳伸】 

2021年 12月下旬に行われるＪＯＣジュニアオリンピ

ックカップ全国都道府県対抗大会に向け、安曇野市三

郷文化公園体育館に於いて、男子Ｕ-13とＵ-14の選抜

候補選手を招集した NEXT GENERATION MATCHを３月 27

日（土）に開催致しました。新型コロナウイルス感染症

拡大の警戒レベル４となった長野圏域と上田圏域の選

手は残念ながら不参加となりましたが、選手の育成と

発掘の目的として、感染予防に努めながら選抜候補選

手に活躍の場を提供しました。 

午前に行われたＵ-13の部では、238㎝というネット

の高さ（中学生の正規の高さは 230㎝）に苦戦する場面

はありましたが、随所にキラリと光るプレーが見られ、

ボールへの対応力や筋力・高さなどが身について来れ

ば、今後大きく成長してくれるであろうとの期待が持

てました。 

午後に行われたＵ-14 は、ＪＯＣカップと同じネットの高さ（243 ㎝）でボールも５号球で行いました。例年

以上に高身長（最高身長は 192㎝）の選手と、最高到達点も 300㎝を超える選手が多く集まりました。各地区に

分かれて練習してきた成果を試合で発揮しようと真剣勝負が見られ、高さとパワー、攻守のバランスの取れた選

手も多く、今後の成長が楽しみです。 

Ｕ-13・Ｕ-14 の最終盤には、高橋達也先生（すがの

鍼灸整骨院）を講師としてトレーニング及びケガ予防

も含めた体づくりの講習を行いました。けがを予防す

るためのストレッチやクールダウンの方法、ジャンプ

力を上げるためのトレーニング方法を、選手と共に指

導者も学びました。 

今後は、自チームや各地区での選抜練習会で自己の

パフォーマンスを向上させ、7 月と８月に 2021長野県

中学選抜チームを結成する予定となっています。 

尚、女子は４月３日（土）に選抜候補選手を同様に招

集する予定でしたが、29日（月）に長野市の警戒レベ

ルが「５」に引き上げられるなど、コロナ感染症の再拡

大に歯止めが掛からない状況を考慮し、やむなく中止

という判断を致しました。 

 

 

 

【県総務委員長 赤間善浩】 

２月 28 日（日）、松本市勤労者福祉センターにおいて総

務委員会を開催しました。主に３点、令和２年度の活動報告、

令和３年度の事業計画、財務体質改善と活性化について協議

しました。 

 

 
 

  

2020 NAGANO NEXT GENERATION MATCH（男子 U-13 U-14）を開催 

総務委員会を開催 ～ 財務体質改善等について協議 
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【県競技委員長 坂田秀男】 

ＪＶＡ全国競技委員長研修会が 3 月 21 日（日）に開催されました。例年であれば３月の第２週に２日間かけ

て行われる会議ですが、このコロナ禍によりリＪＶＡ加盟団体の競技委員長が参加し総勢約 50 名でのオンライ

ン会議となりました。 

会議の内容ですが、村上ＪＶＡ大会運営事業本部長から、ＪＶＡ事業計画をお聞きし、国内競技事業について

研修に入りました。主な研修内容としては、国内競技委会の運営方法、(公財)日本スポーツ協会関連事業に関す

る競技関連事項ならびに、３月に提示されました新型コロナウイルス感染防止対策に伴う『ＪＶＡ大会運営ガイ

ドライン』による競技会開催について、危機管理を含めて研修をいたしました、新たな取り組みとしては、マス

ターズを含め、全てのＪＶＡ補助競技会においてはＭＲＳでの申し込みとなるほか、システムにおいても問題解

決がスムーズに行われる旨報告がありました。 

詳細については、４月 24 日（土）に行われます県内競技研修会において伝達いたしますので、加盟団体の競

技委員長各位のご出席をお願いいたします。 

尚、Ｒ３年度県内大会につきましては、前年に引き続きコロナ禍での開催となりますことから、『ＪＶＡ大会運

営ガイドライン』に基づき、大会運営を行っていきますので主管協会連盟の皆様のご協力をお願いいたします。 

 

【県審判委員会主事 待井広光】 

３月 20日（土）、福井県福井市の金井学園体育館において北信越バレーボール連盟Ａ級講習会が開催されまし

た。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から人数を制限し、例年１泊２日で行われる日程も１日のみとなり、

昨年開催を見送ったため、２年ぶりの開催となりました。 

講師には、ＪＶＡ審判規則委員会指導部より田中昭

彦氏、岸本進一氏、レフェリーインストラクターの三

見洋子氏、北信越連盟審判長：高野淳志氏の４名を迎

え、本県からは林 康彦さん、小森美明さんの両副委員

長、立花法真沙さん、加えて今夏Ａ級を受講する坪井

和紀さん、寺坂瑞希さんの２名を含め、５名で参加し

ました。 

昨年は各種大会が中止となり、活動の場が失われた

審判員も多く、早い段階で感覚を戻すよう努力が必要

であると感じました。2021 年度、６人制・９人制とも

にルール改正はありませんが、昨年度発信した情報を

元に、新年度に向けた確認事項等の講義を前半で行い、

後半はモデルチームによるハンドリングの確認とゲーム形式の実技を行いました。 

６人制の講義では、映像を交えてセカンドレフェリーの位置取りや、複数や両チームからのサブスティチュー

ション手順等を確認し、ハンドリングに関してはワンハンドトスの判定、ブロック吸い込みによる判定方法を重

点的にレクチャーされました。 

９人制の講義では、毎年課題となるオーバーネットの判定や、副審が主審を補佐する際の注意事項等がレクチ

ャーされました。 

実技講習では、講義でレクチャーされた点の確認を行

い、その後２コートに分かれ、ゲーム形式で各３セット

を行いました。セット毎にミーティングを行い、その都

度、課題や判定の基準について説明を受けました。 

本講習会の県内への伝達については４月上旬を予定し

ていますが、各種大会において審判活動が充実したもの

になるよう努めていきたいと思います。 

尚、新年度においても新型コロナウイルスの影響が予

想され、リスクが高い中での大会運営・審判活動となり

ますが、審判委員会としても感染拡大対策を講じ、大会

が無事に開催されるよう尽力できればと考えておりま

す。 

ＪＶＡ全国競技委員長研修会を開催 

北信越バレーボール連盟Ａ級講習会が開催される 
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☆ 2020-21 V.LEAGUE Division1 MEN（3/27～28 VC長野） 

https://www.vleague.jp/form/a/25896 

https://www.vleague.jp/form/a/25897 

 

 

4/17(土) 
北信越バレーボール連盟 正副理事長会議 

及び第 42回北信越国民体育大会 組み合わせ抽選会（総会は書面表決に変更） 
(富山県) 

4/18(日) 第 71回中部日本６人制総合男女選手権大会県予選会(高校の部)  (安曇野市) 

4/22(木) 
長野県スポーツ協会 令和 3年度 加盟団体代表者会議 

及びガバナンス研修会 
(長野市) 

4/24(土) 長野県競技研修会 (安曇野市) 

3 月 試 合 結 果  

4 月 スケジュール 

https://www.vleague.jp/form/a/25896

